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新年のご挨拶 

会長 中野義雄  

新年あけましておめでとうございます。 

平素は本会の活動にご理解ご協力を賜り誠にありがとうございます。 

 さて本会では「学術の振興、保険取り扱いの推進、無免許無資格者対策、ボランティア活

動等を通じての普及啓発活動」等々に取り組んでおります。こうした活動は全国の各師会で

も同様に行われていると思います。この様な活動は全鍼師会の共通で重要な活動でもありま

す。 

 本年秋、9月 27 日（日）～28 日（月）に全鍼師会の主催による「第 19 回東洋療法推進大

会ｉｎ徳島」を本県において開催し、全国の業友を迎え、上記の共通の課題等に対して「特

別講演」「分科会」等を行うほか「懇親会」では情報交換など全国の仲間と交流し親交を昂

めていただきたいと思っています。全鍼師会に、また全国の業会、業友に触れ合う絶好の機

会です。ぜひ皆様のご参加とご協力でこ

の大会を盛り上げていただきたいと存じ

ます。 

 業界を取り巻く環境は非常に厳しいも

のがありますが一つ一つ解決に向けて活

動してまいります、どうか本年が実り多

く価値あるものとなりますよう祈念申し

上げます。 
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全国大会報告 
 

◆東洋療法推進大会 in 神奈川                      林﨑 隆  
 

 令和元年10月20日・21日と第18回東洋療法推進大会 in 神奈川へ参加して来ました。大会

テーマは『令和元年 未病治宣言 ～新たな時代へ Ⅼet's go Sailing！～』でした。特

別講演の未病治と栄養学～医食同源の実践が世界を救う～ の題名で神奈川県立保健福祉

大学 学長 中村丁次先生の楽しく面白く分かりやすい内容の講演で始まり、スポーツ災害

対策委員会や保険委員会、神奈川県師会・学術委員会・法制委員会・視覚障害委員会・介護

委員会などの盛沢山の分科会があり、明日からの臨床に役立つ話や施術所運営や経営の話を

聞く事が出来て、大変為になる大会でした。 

 参加して感じた事は、運営している神奈川県師会の方々、ボランティアの方々が大会

を成功させようと気持ちを一つに動いている様に感じられました。 

第 19 回大会は、とうとう我が徳島が舞台に開催されます。準備不足と言う事になっ

ても幕は待ってくれません。是非、徳島県師会も会員の皆様の気持ちを一つにして、神

奈川大会よりも盛り上がる徳島大会になる様に、お力を貸して頂きたいと思います。 

******************************************************************************** 

 

                     吉川 結香  

先日は、東洋療法推進大会 in 神奈川へ参加させていただき感謝しております。 

今回の大会テーマである‘未病治’は、私が日頃施術をする上で大切にしている概念でも

あり、この日をとても楽しみにしていました。会場へ着いてまず驚いたのは、スタッフの人

数です。エリアごとに細かく分けられた受付は、ほとんど待ち時間もなくとてもスムーズに

進みました。分科会は、2部構成になっており、どちらの講演を聞くか決めかねる内容ばか

りでした。中でも一番印象に残ったのは‘地域包括ケアにおいて鍼灸マッサージ師に期待す

る役割’です。元々、ご高齢の方と楽しく関わりをもちたいと思い資格を取った私には、夢

へと繋がる内容でした。 

懇親会では、大会初となるくじ引きによる席決めが行われました。例年とは違い、初めて

お会いする先生方とたくさん交流することができ、あっという間の 2時間となりました。 

来年は徳島県で開催されますが、実行委員として自分にできる精一杯を尽くそうと考えて

います。皆で協力し、楽しい大会になればと、思っています。 

********************************************************************************* 

  

                  阿部 佳祐  

私は、10月20日、21日と神奈川県で開催されました、東洋療法推進大会に参加しました。今回の

参加が私にとっては、初めてでした。始めは緊張していましたが、講師の先生の話を聞いていると、

分かりやすく説明して頂いたので、少しずつ緊張もほぐれてきて、先生方の話に聞き入っていました。

その中でも、1番記憶に残ってるのは、「相手の方にどのようにすれば、喜んで頂けるかを考えるこ

とが大切」と言う言葉です。その言葉を聴いて、たくさん話を聞いて、その方に合った治療をしてい

かないといけないと感じました。また、今回、参加したことで、私にとって貴重な体験となり、今後の

仕事に、少しずつでも取り入れ、日々精進していきたいです。 
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全鍼師会からのお知らせ 
 

1.免許保有証の返納・書換え・再交付について 

 免許保有証（以下、保有証）に関して、下記の場合の手続き方法についてお知らせします。 

   ●免許保有証の返納 

   ●免許保有証の書換え（記載内容に変更が生じた等） 

   ●免許保有証の再交付（紛失した等） 

※手続きをご希望の方は本会事務局までご連絡下さい。必要な申請用書類をお送りします 

※保有証の新規発行は例年 7 月～8 月に限定して受付しておりますが、返納・書換え・再交付の

受付に関しては随時行っています 
 

＜保有証の返納について＞ 

 ・返納手数料⇒ 無料 

 ・必要書類 ⇒ ①返納申請書（本会事務局にあります） 

         ②返納する保有証原本 
 

＜保有証の書換え・再交付について＞ 

1.(公社)全日本鍼灸マッサージ師会会員の方 

手 数 料 書換え・再交付とも 3,000 円 

必要書類 ① 保有証交付申請書及び写真貼付用紙（本会事務局にあります） 

② パスポート用サイズの証明写真（6 ヶ月以内に撮影のもの）…2枚 

③ 所有している保有証の表面コピー ※書換え申請の方のみ…1 部 

④ 紛失申立書（本会事務局にあります） ※再交付申請の方のみ 
 

2.(公社)全日本鍼灸ﾏｯｻｰｼﾞ師会会員外の方⇒(公社)日本あんまﾏｯｻｰｼﾞ指圧師会会員の方 

手 数 料 書換え・再交付とも 4,000 円 

必要書類 上記①～④に加え、下記⑤～⑧の書類が必要となります 

⑤ 住民票写し…1部 

（本籍地の記載あり、個人番号の記載なし、6ヶ月以内発行のもの） 

⑥ 本人確認用書類のコピー…1 部 

（運転免許証、身体障害者手帳、パスポート、マイナンバーカード等） 

⑦ あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師免許証のコピー…各 1部 

⑧ 申請手数料の払込受領書（ATM にて払込の場合はその明細書） 

 

★保有証の書換え・再交付申請の手数料払込先：阿波銀行 本店 普通 1406589 中野義雄 

★各種手続きに必要な書類一式が揃いましたら、下記事務局まで郵送または持参下さい 

〒770-0831 徳島市寺島本町西１丁目 60-5 中野ハリ灸院内 

         (公社)徳島県鍼灸マッサージ師会 事務局 

★お問い合せ 総務部 佐野好孝 電 話：090-1323-0891 

 メール：centauru_blue@yahoo.co.jp 

 

 



 

忘年会 
 

去る 12 月 15 日、ホテルグランドパレス徳島の本館

た。同日、先立って開催された第

り医師の大塚明廣先生と秘書様を来賓にお招きし、食事を楽しみながらカラオケやくじびき抽選会

などで盛り上がり、ご出席された会員さん同士の交流もさらに深まるひと時となったのではないで

しょうか。 

忘年会は毎年恒例となっておりますので、次回も振るってのご参加をお待ちしております。まだ

参加された事のない会員さんも、次回はぜひお気軽にご参加下さい

尚、この度の忘年会の準備から当日の司会に至るまで、

になりました。この場をお借りして御礼申し上げます。
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日、ホテルグランドパレス徳島の本館 5 階『萩の間』にて忘年会を開催いたしまし

た。同日、先立って開催された第 3回生涯研修会において講義をして頂いた

り医師の大塚明廣先生と秘書様を来賓にお招きし、食事を楽しみながらカラオケやくじびき抽選会

などで盛り上がり、ご出席された会員さん同士の交流もさらに深まるひと時となったのではないで

忘年会は毎年恒例となっておりますので、次回も振るってのご参加をお待ちしております。まだ

参加された事のない会員さんも、次回はぜひお気軽にご参加下さい 

尚、この度の忘年会の準備から当日の司会に至るまで、事業部長の井内健司先生には大変お世話

になりました。この場をお借りして御礼申し上げます。厚生部 佐野好孝 

階『萩の間』にて忘年会を開催いたしまし

回生涯研修会において講義をして頂いた、徳島県議会議員であ

り医師の大塚明廣先生と秘書様を来賓にお招きし、食事を楽しみながらカラオケやくじびき抽選会

などで盛り上がり、ご出席された会員さん同士の交流もさらに深まるひと時となったのではないで

忘年会は毎年恒例となっておりますので、次回も振るってのご参加をお待ちしております。まだ

事業部長の井内健司先生には大変お世話
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各部からのお知らせ 
  

 
 

 

◆研修会報告 

＜第 2回研修会報告＞ 日時：7月 28 日(日) 10：00～16：00 

内町公民館（洋室）において第２回生涯研修会を開催し、17 名が受講しました。 

 今回は、神戸東洋医療学園の楊震傑先生に『認知行動療法』と題して講演していただき

ました。はじめに認知行動療法についての説明があり、次に「腰痛と認知行動療法」として

話して頂きました。気の扱いには呼吸法が大事と言う事で、実際に気を感じ取る練習や気功

を利用した体幹の訓練も教えてくれました。 

初めて聞く認知行動療法に、参加者は熱心に聞き入り、また先生も楽しくわかりやすく講

演していただき、一人一人にとって充実した内容の濃い研修会となりました。 

 

＜第 3回研修会報告＞ 日時：12 月 15 日(日) 13：10～16：00 

ホテルグランドホテル徳島オークルームにおいて第 3回生涯研修会を開催し、24 名が受講

しました。 

今回は、医師の大塚明廣先生に『山元式新頭療法(YNSA)について』と題して講演して頂き

ました。YNSA は、宮崎県出身の山元敏勝医師が、自身の臨床時のふとしたきっかけを元に発

見し、10 年以上の研究を重ねて考案された治療法であり、手足の痺れ・麻痺・パーキンソン

病の震え・耳鳴り・目眩など様々な症状の改善が認められており、現在、ドイツやアメリカ

他世界 14 ヵ国以上で保険診療の対象となっています。 

現在、一般的に行われている「経絡治療」との違いとして、①ツボが多くないこと②ツボ

に対する効能がわかりやすいこと③ツボを発見しやすいこと④基本的に誰が行っても同じ療

法であること⑤患者さんが治ること、であると述べられました。 

具体的な施術方法の説明と、実技を用いてのデモンストレーションが行われました。 

実際に、昨年、山元医師に施術を受けられた方も登壇し、ご自身で撮影された治療中の写

真を交えた実際の治療中の感覚や感想、また治療後の劇的な変化や現在の症状の改善状態に

ついてもお話されました。 

その他の山元医師の症例も 2〜3 発表されました。 

その後「健康に生きるために」というお話もあり、大塚先生考案の健康体操を参加者全員

で行い、健康に生きるためには、身体の健康とココロの健康が必要であるということ。 

骨と筋肉の強化を行うことにより、免疫力も向上し生活習慣病や癌の克服にも繋がること。

平穏な心の状態を保つために、得すべき生き方のコツについてお話されました。 

施術者として、自分の正しい情報量を増やして、患者さんの相談にのり、その人に相応し

いアドバイスを与えて心を癒すことが手当ての基本だと強くお話されました。 

YNSA を初見の方も多く、実技や詳細な説明を交え、わかりやすく活気溢れる講演になりま

した。 

学術部 
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◆他の生涯研修会（学術研修会）について 

会員の方で、他県師会での研修会等に参加し単位取得を証明する「生涯研修会等参加証明

証」を発行してもらった方は、忘れずに学術部まで提出して下さい。提出･報告がないと単位

加算が出来かねます。 

 

◆DVD の販売について 

 業  者 ：ビーチフィールドサービス(徳島市佐古六番町 5番 3 号) 

 問 合 先 ：副 会 長 谷川仁士(☎088-657-6222) 学術部長 林崎 隆(☎088-698-6414) 

 料金(１枚)：会員⇒2,000 円(研修会参加者⇒1,000 円) 会員外⇒4,000 円 

 送  料 ：着払い(購入者負担)＜注意＞1講習会において DVD が 2～3 枚になることがありま 

すが、その時は別途 DVD1 枚につき 1,000 円加算となります。 
 
 

生 涯 研 修 会 DVD 一 覧 表 

令和元年 12 月現在  

 開催日 内     容 講     師 

1 H22.04.18 マラソン直後のマッサージ施術 鍼灸ﾏｯｻｰｼﾞ師・元マラソンランナー：岸本実 

2 05.30  介護予防について 徳島市地域包括支援センター保健師：南修子 

3 07.25 医療面接の基礎と演習 徳島大学看護教育学分野 教授：關戸啓子 

4-1･4-2 08.29 奇経治療の実際 富山県鍼灸マッサージ師会会長：中野邦雄 

5 10.03 漢方薬の基礎 愛媛県薬剤師会常任理事：曽我部紀行 

6 10.03 東西医学における痛みの治療 済生会今治老健施設「希望の園」医師：黒岩弦矢 

7 12.05 心理学とカウンセリングについて 徳島文理大心理学科教授：山下景子 

8 H23.05.22 認知症について 徳島市地域包括支援ｾﾝﾀｰ社会福祉士：盛裕二 

9 09.04 指圧の臨床 行岡鍼灸専門学校非常勤講師：浜田勉 

10-1 ・

10-2 
10.16 

女性ランナー、 

アスリートのコンディショニング 
四国医療専門学校非常勤講師：松浦浩市 

11 10.30 美容鍼灸の実際 四国医療専門学校学科長：大麻陽子 

12 H24.02.19 歯周病について 松本歯科小児矯正歯科医院院長：松本拓哉 

13 08.26 腰痛の分類と診断法・治療法 かじかわ整形外科院院長：梶川智正 

14 10.21 患者のニーズに答える手技療法 (社)愛媛県鍼灸マッサージ師会：浦川武之 

15 12.02 鍼灸マッサージの治効作用 徳島県立盲学校教諭：藤本篤子 

16 H25.02.03 頭痛の経絡治療 古典鍼灸臨床医学会会長：梅木茂樹 

17 05.19 赤十字救急法及び幼児安全法 日本赤十字社徳島支部：岡田恭典 

18 07.07 全身調整治療 四国医療専門学校教諭：稲井慎介、松木宣嘉 

19-1 

19-2 
08.18 

感染症について 

高齢者に対する鍼治療 

若槻クリニック院長：若槻信吾 

(公社)徳島県鍼灸ﾏｯｻｰｼﾞ師会会長：中野義雄 

20 12.15 小児鍼について 徳島県鍼灸師会会長：篠原新作 

21-1 ・

21-2 
H26.02.09 訪問マッサージについて①② 

(公社)全日本鍼灸ﾏｯｻｰｼﾞ師会保険局長： 

往田和章  

22 08.31 四診法と体質の分類 四国医療専門学校教諭：松木宣嘉、柳知佳 
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23 10.12 脊柱復元術 和歌山県鍼灸ﾏｯｻｰｼﾞ師会副会長：宮本年起 

24 12.14 産前産後の予後・体操について 菊原助産院 菊原喜美子先生 

25 H27.02.08 奇経・経絡治療について (公社)福岡県鍼灸ﾏｯｻｰｼﾞ師会会長：要信義 

26 07.05 
地域健康つくり指導者研修会 

初級ｺｰｽ 
地域健康つくり委員会委員長：長嶺芳文 

27 08.30 スポーツ鍼灸 中曽根鍼灸大学堂・接骨院院長：中曽根徹 

28 10.18 
循環器について 

認知症について 

西新町二丁目クリニック院長：斎藤彰浩 

敬愛レディースクリニック看護師：土屋文子 

29 12.13 訪問マッサージの理論と実技について (公社)徳島県鍼灸ﾏｯｻｰｼﾞ師会：中野善仁 

30 H28.06.12 認知症について 佐古あいじつクリニック院長：団博文 

31 07.24 スポーツ障害について 
(公社)全日本鍼灸ﾏｯｻｰｼﾞ師会スポーツ事業委員長： 

朝日山一男 

32 10.16 よくわかる中医学的な診断法 神戸医療福祉専門学校中央校教諭：笹尾加那 

33 H29.02.19 防災について 日本防災市会徳島県支部事務局長：板東文雄 

34 02.19 損害保険について ＭＳ徳島株式会社：澁谷敏夫 

35 06.18 総合事業について 徳島市地域包括支援センター：藤田美和 

36 07.23 指圧の基礎と臨床 濱田指圧鍼灸施術所院長：濱田勉先生 

37 09.03 長野式治療の基礎臨床と実技 長野式臨床研究会四国支部長：森實陽一先生 

38 10.15 理学療法について 徳島視覚支援学校：望月健太郎先生 

39 12.17 経営について 
(公社)徳島県鍼灸マッサージ師会副会長： 

谷川仁士先生  

40 H30.06.10 食育・スポーツ栄養学について QOL+代表 管理栄養士：南部真也 

41-1 ・

41-2 
09.09 ドライニードル治療について 首都医校教員 医学博士：小田博久先生 

42 10.07 スポーツ選手のケア (公社)広島県鍼灸ﾏｯｻｰｼﾞ師会：佐藤久剛先生 

43 12.16 オイルを用いた手技療法 (公社)徳島県鍼灸ﾏｯｻｰｼﾞ師会：井内健司先生 

44 R1.6.23 救命救急法（普通救命講習） 徳島市消防局警防課 

45 7.28 鍼灸ﾏｯｻｰｼﾞ師のための認知行動療法 神戸東洋医療学園非常勤講師：楊震傑先生 

46 12.15 頭鍼療法 徳島県県議会議員 医師：大塚明廣先生 

 

 

 

 

 

 

◆カルテソフトのご紹介 

 本会では鍼灸マッサージカルテソフトを作成しております。このソフトは、鍼灸マッサージ治

療院における患者のデータ管理・閲覧・印刷・保存に便利なソフトです。従ってこのソフトを導

入する事により、紙カルテを管理する必要がなく、紛失するといった事もなくなり、必要な時に

患者情報を迅速に閲覧することができ、データの長期保存も可能となります。 

 

事業部 
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【ソフトの特徴】 

◎大量の患者データがこのソフトひとつで簡単に管理できます。 

◎パソコン所有者の大半が所有している Excel で作成していますので、高額な別売ソフトを購入

する必要がありません。 

◎患者の来院ごとに棚から紙カルテを探す必要がなく、このソフトの検索機能で迅速に当該患者

をパソコン画面に表示させることができ、業務の効率化にも繋がります。 

◎印刷する前にプレビューにて内容確認ができ、A4 サイズの用紙に枠まできれいに印刷できます。 

 問い合わせ先：事業副部長 中妻智也 ☎088-657-6222 

 

◆ツボＭＡＰのご紹介 

 本会では公益事業の一環として、一般向け配布用パンフレット「ツボ MAP」を作成しました。

このパンフレットは、各種公益事業・ボランティア活動の現場などにおいて、県民や一般の方々

に向けて広く配布しております。また、最終ページに皆様の治療院の印判などを押して配布する

ことにより、より身近にある“ツボ”を通して東洋医学を紹介することができますので、是非と

もご活用ください。もう既に会員の皆さんのお手元には数部お届けしておりますが、さらに追加

を希望される方には無料で 30 部配布を行っております（但し、保険師会事務所にて直接お渡し

するか送料着払いでの郵送になります）。 

 問い合わせ先：事業部長 井内健司 ☎090-7784-6779 

 

◆ボランティア活動報告 

＜徳島大学蔵本祭 41 回鍼灸展＞ 

開催日時 令和元年 11 月 3 日（日） 10：00〜16：00 

場所   徳島大学蔵本会館 2階 

本会参加者  13 名(本会会員 12 名、会員外 1名) 

施術体験総数 171 名  

施術体験者区分  学生 86 名、一般その他 85 名 

施術内容 鍼のみ 34 名 温灸のみ 24 名 両方 113 名 

 

 ＜さかもと坂道マラソン 2019＞  

開催日時 令和元年 11 月 24 日（日） 7：00〜14：00 

場所   ふれあいの里さかもと 

本会参加者 4 名  

○マッサージ 

マラソン前 男性 23 名 女性 12 名 計 35 名 

マラソン後 男性 16 名 女性 14 名 計 30 名 

○温灸 

マラソン前 男性 6 名 女性 12 名 計 18 名 

マラソン後 男性 8 名 女性 13 名 計 21 名 
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◇ 各 種 保 険 取 り 扱 い に つ い て ◇ 
 

【 自賠責 】 …  自動車賠償責任保険 

（1）最重要ポイント   保険会社の担当者との打ち合わせ 

（2）請求に必要な書類  施術費明細書（全国統一様式） 

    本会ホームページの会員専用ベージからダウンロード出来ます 

（3）自賠責保険の取り扱い 

①取り扱い対象疾患に制限はない 

②施術料金は労災保険の上下 10％程度が望ましい 

③施術の回数について制限はない 

（4）その他  領収書を発行し本人から請求することもできる 

 

【 労災 】 … 労働者災害補償保険 

（1）指名施術所となる必要あり 

（2）労災の請求に必要な書類  労働基準局または担当者へお問い合わせを 

（3）施術料金算定基準（令和元年 10月 1日改訂） 

（4）担当 徳島労働基準局（088-652-9141） 

 

【 生活保護 】 

（1）指定施術所となる必要あり 

（2）請求に必要な書類     県保険福祉政策課 保護担当(088-621-9141)へお問い合わせを 

（3）対象疾患等の取り扱い 健康保険の基準に基づく 

 

【 スモン 】 

（1）県との契約が必要 

（2）請求するときに必要な書類 県または担当者へお問い合わせを 

（3）担当 徳島県健康増進課 疾病対策担当（088-621-2224） 

 

【 療養費 】 

徳島県保険鍼灸マッサージ師会に入会し取り扱って下さい   担当⇒事務局(088-677-3360) 

 尚、本会と会員で結ぶ遵守契約書の 4項では下記のようになっております。 

4.療養費における健康保険の取扱い 

甲は、健康保険の取扱いの権限全てを徳島県保険鍼灸マッサージ師会に委託してい

るため、乙は健康保険において鍼灸マッサージの保険取扱いを行う場合、徳島県保険鍼

灸マッサージ師会に入会し、その指導監督に従い取扱わなければならない。また乙は、

徳島県保険鍼灸マッサージ師会に入会していない健康保険取扱い施術所に勤務、あるい

は提携してはならない。 

 

保険部 
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健 康 保 険 ( 療 養 費 ) の 料 金 表 

◎はり・きゅう                         令和元年 10月 1 日改正 

はり・きゅう 1術 

初 検 料 1,710 円 

施 術 料 1,540 円 

電 療 料    30 円 

はり・きゅう 2術 

初 検 料 1,760 円 

施 術 料 1,590 円 

電 療 料    30 円 

◎マッサージ 

マ ッ サ ー ジ 1 局 所 340 円 

変形徒手矯正術 1   肢 790 円 

温  罨  法 110 円 

温 罨 法 + 電 気 光 線 150 円 

◎往療料…往療距離 4㎞までは 2,300 円、4㎞以上は一律 2,700 円 

◎施術報告書交付料…300 円 

 
労 災 保 険 の 料 金 表  （令和元年 10月 1日改正）                               

1 

初  検  料  2,910円 

時 間 外 加 算   650円 

休 日 加 算  1,870円 

 

2 

 

往 療 料          基 本 料 

 

                   夜間往療 

4kmまで 2,760円 

4km超 3,240円 

所定金額(加算金額含む) 100分の100円を加算 

3 

施 術 料   

はり・きゅう1術 
1日1回限り 2,930円 

2部位以上(20%加算) 100分の20円を加算 

はり・きゅう2術 
1日1回限り 4,050円 

2部位以上(20%加算) 100分の20円を加算 

マッサージ 
1日1回限り 2,930円 

特殊マッサージ 100分の20円を加算 

マッサージに温罨法併用 1日1回 130円加算 

変 形 徒 手 矯 正 術 1肢につき 790円 

はり又はきゅうとマッサージ併用 1日1回限り 4,050円 

 2部位以上かつ特殊マッサージ 100分の20円を加算 

4 電気・光線器具による療法 1日1回限り 550円加算 

5 休 業 証 明 料 1件につき 2,000円 
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1.賠償責任保険「全鍼師会 110 番補償制度」のご案内 
 
 この制度は、全鍼師会会員の先生方が施術中の事故で患者さんの身体や物品に障害を与えてしまった場

合や、院内設備の不備や日常生活の事故により損害賠償責任を負ってしまった場合などに、その損害をお

支払いするものです。多様化する事故から会員の先生方と治療院経営を守り、安心して日常の業務に専念

して頂くための安心の保険です。いつどんな事故が起こるか分かりません。近年は軽い事故であっても訴

訟を起こされるケースが増えているようです。安心のため、是非ともご加入ください。 

◎この保険は（公社）全日本鍼灸マッサージ師会の会員に限り加入できます 

◎詳細は郵送済みのパンフレットをご覧下さい。パンフレットをお持ちでない方は本会事務局までご

連絡下さい。掛け金のご送金にあたっては、必ずパンフレットに付属の振込用紙にてお振込下さい。

事故が発生した際、実際にお世話をして頂くのは「ＭＳ徳島株式会社」ですので、本県の会員の先

生方は中央の「東洋療法」等で指定している窓口ではなく、必ず「ＭＳ徳島株式会社」を申込窓口

として掛け金をご送金ください） 
 

＜補償期間と中途加入について＞ 

◎毎年5月15日迄に郵便局よりご送金頂くと、補償開始は6月1日からとなります 

◎補償期間は毎年6月1日から翌年の6月1日までの一年間です 

◎中途加入もできます。毎月1日より15日までの着金分は翌月1日から、毎月16日より月末ま

での着金分は翌月15 日から、それぞれ補償開始となります。中途加入時の保険料については、

パンフレット3ページの表をご参照ください 

 

＜ 年 間 保 険 料 と 支 払 限 度 額 ＞ 

加入タイプ（型）名 新DX型 新0型 新１型 新２型 新３型 新４型 

年間掛け金 10,000円 8,760円 7,130円 5,580円 4,990円 4,430円 

お

支

払

い

限

度

額 

はり師、 

きゅう師、 

あん摩・ 

ﾏｯｻ-ｼﾞ・ 

指圧師 

賠償責任

保険 

業務に 

基づく事故 
対人 

1事故 2億   1億 5,000万 3,000万 2,000万 1,000万 

年間 6億   3億 15,000万 9,000万 6,000万 3,000万 

業務用施設

に基づく事

故 

対人 

1名 1億  5,000万 2,500万 1,500万 1,000万 500万 

1事故 2億   1億 5,000万 3,000万 2,000万 1,000万 

対物 1事故 2,000万  1,000万 500万 300万 200万 100万 

被害者治療費 対人 3万円（ただし、保険期間中限度額は50万円） 

日常生活に

基づく事故 
対人・対物 1事故 1,000万 1,000万 100万 100万 50万 50万 

 

厚生部 
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「全鍼師会１１０番補償制度」のお問い合わせは本会事務局、またはMS徳島株式会社まで 

●本会事務局 厚生部 佐野好孝 電話：090-1323-0891 

●ＭＳ徳島株式会社 担当：澁谷（しぶや）敏夫 氏 

本 社：〒770-0856 徳島市中洲町2-6 三井住友海上ビル 3Ｆ 

電 話：088-622-7661 ＦＡＸ：088-622-7663 携帯電話：090-5271-4944 

 

2.「団体所得補償プラン」のご案内 

①ご加入者がご病気やお怪我でお仕事を休まれた場合の休業補償です  

②ご病気やお怪我で 8 日以上連続して休業した場合が対象になりますが、自宅療養も含めて

最長で 1年間のお支払いが可能です  

③掛金は月々1 口 2,000 円。団体割引が適用されているため個人でご契約される場合に比べ

大変お得です  

④お申込みにあたっては、簡単な告知をしていただくだけで、医師の診査は必要ありません  

⑤毎年 8月 1日更新ですが、自動更新ですのでお手数がかかりません 

 

3.「新保障制度～生命保険～」のご案内 

①視覚障害のある方もお申込みいただけ、お手頃な保険料で最高 1000 万円の死亡保障の準備

ができます  

②死亡保障コースにお入りいただいた上で、医療保障コース（入院保障）にもご加入になれ

ます  

③ご加入者ご本人だけでなく、ご夫婦でお入りいただける夫婦プラン、お子様も含めた家族

プランもご用意しております  

④医師の診査がなく、告知書のご提出のみで簡単にお申込みができます  

⑤毎年 10 月１日更新ですが、自動更新ですのでお手数はかかりません 

 

4.「団体総合生活補償保険」のご案内 

①ご加入者がお怪我で入通院、ご病気で入院されたときに入通院 1日目から保険金が支払わ

れます  

②病気退院後の通院や手術、放射線治療についても保険の対象になる等幅広い補償内容にな

っています 

 

上記 2～4 に関しては（公社）全日本鍼灸マッサージ師会の関連組織である日本鍼灸

マッサージ協同組合において取り扱われています。資料請求等ご希望の方は同組合へ

直接お問い合わせ下さい。 

＜日本鍼灸マッサージ協同組合＞ 電話：03-3358-6363 ＦＡＸ：03-3359-2023 
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5.「国民年金基金」加入者紹介のお願い 

2019 年 4 月に国民年金基金の統廃合があり、全国 47 都道府県の地域型国民年金基金と、

22 の職能型国民年金基金（鍼灸マッサージ師等国民年金基金を含む）が合併し、全国国民年

金基金となりました。 

全国国民年金基金では、加入対象者は国民年金の加入者すべてとなり、鍼灸マッサージ師

に限らず、親類、知人の方等も加入することができます。 

またこれに伴い、国民年金基金の未加入者が、本会を通して全国国民年金基金にご加入さ

れた場合、全鍼中央と全鍼徳島に紹介料がいただけることとなりました。 

つきましては、ご加入を検討される方がいらっしゃいましたら、ぜひご紹介いただきますよ

うよろしくお願い致します。 
 

※国民年金基金制度は、国民年金法の規定に基づく公的な年金であり、国民年金（老齢基礎

年金）とセットで、自営業者など国民年金の第 1号被保険者の老後の所得保障の役割を担う

ものです。掛金は、全額が所得控除の対象となり、所得税や住民税が軽減されます。 
 

問合先：副会長 高島弘和 電話：088-622-5373 

 

 

 

 

◆退会について 

本会および中央の全鍼師会を退会される場合に、年会費未納の状態での中途退会はできない旨

が中央より繰り返し指導されています。退会の意向をお持ちの会員さんは、今年度の年会費を納

付の上、必ず年度末 3 月 31 日までに事務局・総務部まで退会のご連絡をお願いします。新年度

に入ると年会費を納付する義務が生じますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 
◆本会への届出事項に変更があった場合 

下記①～⑤のような場合には事務局・総務部までご連絡をお願いします。住所等の変更に関し

てご連絡がない場合、関連の郵便物が届かなくなったり、サポートに遅延が生じたり等、不利益

が生じる場合がありますのでご注意下さい。 

① 引っ越し・開業・転職等で住所・電話番号・施術所名称・勤務先が変わった（登録情報を

更新しますので、変更事項をお知らせください） 

② 婚姻等で戸籍上の氏名や本籍地が変わった（免許証の書換えが必要です） 

③ 免許証の書換えや再交付を行った（新しい免許証の写しのご提出が必要です） 

④ 総会資料や本会ホームページの会員名簿や連絡網についての変更依頼 

⑤ お知り合いの会員さんが入院した、亡くなられた場合のご報告 

 

◆免許証の書換えについて 

婚姻等で免許証に記載の氏名や本籍地に変更が生じた場合には、戸籍変更の日から起算して 30

日以内に免許証の書換え申請を行う必要があります。古い免許証のままでは業務に支障を来す恐

れもありますので、戸籍変更後は速やかに（公財）東洋療法研修試験財団（03-3431-8771）より

免許証の書換え申請書類を取り寄せて下さい（30 日超過後は遅延理由書を添付する義務が生じま

す）。 

総務部 
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◆各種案内の通知方法の変更について 

会員向け各種案内を Eメールでも配信できます。また全鍼師会の機関誌「東洋療法」に関して

は点字版や CD 版での送付にも対応しています。切り替えをご希望の方は下記までお知らせくだ

さい。 

総務部 佐野好孝 電話：090-1323-0891 メール：centauru_blue@yahoo.co.jp 

 
 

はりの廃棄について 
 

治療に使用した使用済みのはりは、家庭用の一般ゴミと一緒に捨てないでください。 

本会では、処理業者（特別管理産業廃棄物処理業者）に委託されるようお勧めして 

います。処理業者に委託すれば、容器を購入するという形で契約できます。 

・ダンボール容器  （46 リットル） 2，400 円 

・プラスチック容器 （20 リットル） 3，000 円 

この価格には容器代、運搬料、処理代のすべてが含まれています。 

問い合わせ先：四国メディカルトリートメントセンター 

徳島市不動東町 3 丁目 902－2 TEL 088－631－7221  FAX 088－633－1111 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇編集後記◇ 
 

寒さが厳しくなっておりますが、皆様健やかにお過ごしでしょうか？今年はついに東京

オリンピック・パラリンピックが開催される年です。全国的に盛り上がってまいりましたね。

現地に観戦に行かれる方、ボランティアに参加される方、テレビ観戦に熱中される方、ま

たとないこの機会に各々目一杯楽しみましょう!!さて、オリンピック・パラリンピックもさる

ことながら当会にとっても今年は重要な年となります。「東洋推進大会 in徳島」の開催で

す。私も昨年の神奈川大会に参加させていただき、大会の盛り上がりを目の当たりにし

てまいりました。次は我々の番です。運営側も参加者もすべての人が満足して終えられ

るよう、皆様の御協力と御参加をよろしくお願いします。最後になりましたが、会報作成に

ご協力いただいた方々にお礼申し上げます。本年が皆様にとって実り多き一年になりま

すよう、お祈り申し上げます。 

総務部 山田英里 
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